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Nobuo MATSUMURA 185::l 011 thc Calibration of a Fog Mcter. LοU' Tel/l-

perature Saellce， 11. (With English resum岳p.73) ー

霧 粒を fitl捉する装置の捕捉卒脅

松村信男

(i1i;池利塁手研究所 持i.N'幹部門j
t昭fn~S'f. S 月受理〉

1. 序言

ní'~1三の落石に於ける湯の観測ij(HJ51!.1三 6 JJ) 'tC. 1Î~'て位m された湯水量討の務粒捕捉装置の捕

挺王手の除定に|祭しでは， Jltの乱れを無嗣して， しかもJltが水千に吹いている場合のみをと取扱っ

た。然し一般に風は乱れを;!ドつ陪り{必歩、しも水:tl'''に吹くとは限らたい。したがって，との椋

な乱れのある場について捕捉喜容を検討して置く必要が生やる。

本年!学出に於ける産~ìjjlj (19521.1三7-8r!)に於て伎)Ijされた議Jj(jf，:i¥'1の持j捉装泣は時々昨年

同様で、あり，:tm捉容の測定装置も同様でるったが，以 k述べたね;な割についてー三のェJ霊祭を
行った。

1I. 霧粒を捕捉する装置

布Ii捉装置1)は税制限iE， Yb Y2の杓に地|古Iと千行にとりつけられた叔'tC.lm直にとりつけられ
た。侠)ljした針金の太さはw:粍0.12mm のエナメ }V~li~ffJ止で，それを約 lmm の間隔で、1\\\筒状に

~lli己った3 との wne-screcnでおり捉された場粒は銅線を体わってー下方の漏斗欣の交;](=r1，1)に集めら

れ， その中央のノj、火及び‘ i十I~;'さの支持俸をイヰわって下一方に導ぴカ通れる 3

[1'1: 1. 1三は主IH足された議粒が一度に落ドするのを防ぐため，;](が伴わるよ~i;の l人1 的iに協事l~ をご何i入し

て使 JIJ したが，治nかい院などのためにd乏;](j";11の中央の小火がつまり;J，-'/.J~泊まることがあった。

今年はこの小火をえきくし又!日米るた、け皆のl人げ-fifを太くし (lU艇がJ6 mm)して，描紙は管の

内!討をーiiU乞裂う椋にl'予入した。とのため
11'1:年の女/1く，水が市って落下しないとゅう現象は主任

ι辿らなかワた。
今との装置のお!J捉率左 E，wirc-screenの取Itr:令む断i白;私を Arr六 f!l¥¥訟を z'm/s，議Jj¥荒をご V
、
mgJm3とすると，dt 時1J\11:j:1 に拍えられるノk主~: !1M は

dll1 = if!1，A Hdf ・.• • • • • • • ， . ， ・・ 6・.• • • • ， . . . . . ， . ， . .・... ・・ ・( 1 ) 

で表わされる。一般にとの装置によるsf粒のれ!i拠率li，場粒の大きさの分布及び風速の同教で

* 北#i並大J手[氏i弘科~研究所S'!~l if.J.'i t科236))1，'1.

f長選科皐第 11陣ft BfHu28年
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ある。荷しれのある場では(1)式年於て風惑が複雑な挫化むナる。

IlI. 捕捉率の測定装置

捕捉至キnこ賞験的1L:求めるために11'1;年同脱出11泊iの装置をHJいた。寛験を1-jう部屋は，恭!設の
影響をこなくするために，アスマン:?'ii長計のニワの2hf暖古l'のbl盛がtfsしくなる政に保たれた。

潟皮 100%

150cm 

第 1圃 捕捉穿.の測定装置

捕捉装置を充分捕らした後，或る時It!J人工援をこ殻生させるが， Sprayから出た7J¥.の主主::Mι

{革かに傾けた llílî;~の左tJ;'!rlから落ちた;J\.の;早:を，1J2g，拍捉されたJJd祉をと M3g とし， :ffIi捉装泣の

おntJ止に千{;効な I白IÎHi を~l百~fA A O1~とすると，

Ms S 捕捉率 E= 二一 ・目.............................，........一(2) 
M1一九 d 

で表わされる。 1l1L，S は測~iζにJ1lいた I\\l[;~îの断面干114主交わし，A= 174・10-4012， S= 711・10-4012

であった。

IV. 捕捉される水量

(1) 風が水千に吹いた場合

先十簡単のために風が殆んど 11'('\'"に吹いている場合，丘IJ ち J\'(千成分に!・I して ~lll成分を:1!¥f;ili見

11¥ういる場合3と考える。

I市に述べた捕捉装置;及びiJllJ

定装置を月1いて，捕捉設置の

Wlfe唱creenに議をと合んだj瓜を

垂直に首てて種々の風建に封

して数回の寅験~行った。 }~t

漣を鑓Eえるには，モーグ{の

前に和々の金調ljを世くととに

した。

捕捉率は前越した践に議粒

の分布及び!武挫のi泊i設である

E 
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O 

E =0.111/・65
白=90.J.tll令、

θノ現'1リ方

-一品~一一ー』一-'-ームー・4ーームー
23456ー-'Tyφ
第 2 圃
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ととがン与えられる Q 然L，議;J，31':1工kきな粒によってん部分をIliめられて必り， しかも，その
松な大きな粒に到しでは，あntJt~容は非常に呉なるととはないと;考えーられるので，近似(I'~l乞風速

だけのi納数とJうえた。又人工務をとおn拡張世にあてる時には，一度li¥l何の壁にぶつけて，はなは
だしくえきな粒をlfx.除く持l亡し，ドl然の議に近づかせた。然し，議粒の大きさの分イ'Ii及び、湯水

Jltl土，寅験をと行う度iこ捜分控化するととが認められたが，そのために拍t起き容が悲しく縫化する

とゅうととはなかった。その事NJl~m 2 !ii，illτ示す結果を得たo ，U[Jち，近似的には

. E = 0.11 V".f5 (v: mjs， 0.5く uく 7) ・…ーい・ ・・ ・・・・ ぃ ・・回一…宮・・…・・・ {3) 

で交わさ.tLる。

賞験は南LfLのない瓜について行ったので・あるが， 自然のj武には必歩、乱れが存在するととは良

く知られている。 μIJち，風建 ψ=v+.Jv (否は平均風建，.Jv はヱi三均からのやれ)と~唱えるのが安

訟である。

捕縄装置の排出は主J郁的なので、捕捉王手は71'('!-，-の風の方向には依存しない。従ってむ及び引土

常1'1:IEであると考えるととが出来る。又 RobinsonJ武力計はどんな風の方向にも順臨して廻縛

する。

又，賓際の翻iWJによると誠にもむらがあるととがわかる。即ち霧7K.j予:ψ は微小な務化をなし

ているととがわかるので，湯水量 ({J=苧十.J({Jと考えられる。

したがって，拍捉率 E=O.llv"，叩=0.11(v+.Jげ.f.oで表わされ時間中に捕捉された水量 M

l主(1)式より
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さて，I引く1と考えられるから展開して三棚上の項を省略すると「寺山 j24120
J" ~' J" V 

なる故

. ""~ it r~ . ~ ~~.Jcp .Jv 円 I.Jv \~1 
l'I1 = 0.l1Av'.C5Ci5 ¥ 11 + 1.65ーァ・一一十0.53( ~ ) I rlt …・…・ (4) 

.J" L ~ρ ii ¥ vJI 

となる。本Ifl引いに於て行われた観irtlJでは，木下氏) )h主r~司氏等3) ，及ぴ石同・小林・今井氏4)に

よって犬々 (4)式の第二項，第三項に相tlF;ずる}flのiWJ定が行われた。 即ち，木下氏によると，

一例として約 80秒間の観測から求めた湯水量止 l!i.¥，漣の境化の相房副から計算した第二項の値l土

0.10 以下である。藤岡氏をかによると， • :m~ìUlj資料から 10 分!湖毎に V とむの相関係教をもとめて

:平均したf!llは0.01となった。 従:って 10分間以上の時慨を問題にするときには，との項ば無視

し得る11在になると思われる。
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第 5 圃

X，泊三，::r]i(は1IIFI L\(.勾;の~ill.ì!tllか

ら計算すると，一例として概i!!附i

Y1の.U立では 30分Ii¥lのjl'-均の

11i'lとじて， (J乙LM3fEって
" V I 

0.53(寺子。17となった。
(2) J試の ífi~i也成分を無脱出来な

い場合

オくに!氏の亦:也成分を無脱出来な

い;場合，旦pち事n捉装置に或る傾斜

を宇!11って，瓜が;:;tる場合について;.lす

えてみる。

Jt;ゃれIi捉家を近似的1'C瓜法及て"

Jffi.l.が捕捉装置の車[qと成すfrJθ(第

21，'"ilゑ照)のi司教と三与え， い吋ろい

7:'の}武~と角度について寅験~:行

』って次のがi:!1~を符た。但L ， ifJ)主

が縫るとそれに従つaておli捉装置の

有効I百砧が礎化するととが考えら

れるが，計算の{足立のため一主主

し，前述の dの1ii'i.を111いた。(と

の11'XJιは|りjかに正しくないが，そ
の意味は次にI~jかになる。)叉，風

と軸との成すftJ() iヱ拍捉装置の

執の上向きを基準として時計廻り

に;ITIlった。

(イ)tI = 500の場合

立c31向!の閥係を得た。即ち，

E =: 0.05・d・!ifJ ・…・・ (o) 

(ロ)θ=:680の場合

第41両!の'f，1M係を持た。即ち，

， _ E= 0，06・d・H ......，.，.，.;....，...:.・・・・・目・ ・・・・・ ・・・・・…・・・・ ・…........ …・・ ・( (j ) 

(ノヘ) iJ ，; 112'の場合口

第 5防!の閥係を得た。即ち，
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(==.) () = 1300の場合

~;fÇ 61品!の闘係を特た。 μDち，

E = 0.09・d・加 ..目 ( お) 
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第 6 圃

‘3 
5・ 6 一一~'U"ちゐ

~lm!亡捕捉率 E ををつてi訓示すると第 7Ii;;;1の如くになる。捕捉装置は雨よけの傘が上!<:ついてい

るので，捕捉率は去の械の前側に封稀とならや，又或る角度 (14056-')以下はOとなる。斜線

の部分l土， J武泌がゴ以 6m同ぴ1m/sの時に， 抑制Mikflc封して釘稿とした時と

のがHJf率の誌を表わしたもので，傘の影響ーによるものと考えられる。

又，第 7li{，ilは近1CJ.的に弐の式て・表わされる Q

E = 0.11げ・同(sinθ-0.35 sin 2{i n 
O くOく与l

~} .................・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・… ( 9) 

E=O川崎SMfくがくπl
とれらの式で， 213二項は傘の影響ーによる項と考えられる。 (9)式を第7同同様に軸をとりi判示

したのが第81品iIである。

今或る!瓜の Jk'l三及び、~!i1ili方向の成分を犬 k 11=冒+Au，w=w+Awとすると(め式に於げる
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45ゆくよ E=O.11 1i
O

•
G5 
SinD 

0.3 0.3 

1t' 
-一一-e

第 8画 (9) .式の悶示
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第 7画 )弘法を煙、えた時のE と
。、との貧験的関係
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sin(}のfl!(は

sintJ = (冠十JlI){(百+JlI)~+ (iLi+ L1w?}-} 

で火わされる。一般に(可十JlI)> (iLi十Jw)と::}すえられるから此式は近似的に

ω=  f~ : {iLi+Jι"..... ... .... ..... ..... .... ........................ (10) 
Z ¥ u十AuJ 

で示される。又寅際におIi捉桜世に党るj武はとれらの二成分の合成されたものと%えられるから二

(1)式に於けるむは

ψ=  {(夜十dげ十(iLi+Jw)"}-} .........…..・…-…・….......，....・ H ・e・e・.(11) 

で表わされる。

従って時間中に捕捉される水}Ti:M は(10)，(11)式を (9)，(1)式に代入し，民間して三次以上

rt Aip . ft L1u 
の項在こ符略すると， ¥ ~--:. dt=;O， ¥ ~ーの=0 なる故次式で-表わされる。

Jo ip .Jo冒

M=OMdnoj;[1+14子+O.53(子y+ O.32(-~:~~r-Y 
-070(Zj?と)}t 0くがくす | 

〉 ・・・ (12) 
， "" rt r. . . ~ _ Ju Jip. . ^ _ ̂  1 Ju \2 九10ヰ d'l.( \~l. I 

M ='O.l1Aif茸'.n5¥ I 1十1.65一一・でァーート0.53トー}十0.32(~ームで~l Idt I 
.JoL u ip ¥ uノ ¥夜十..:111 I -' 

Eくθくπ!
との式を(制式と比岐すると， 第二項は前述した桜な~rnFil でj民間IH来 ~IÍÎ:I且流に原悶する和n

ilミ項は第l凪項，第五項であるととが分る。:lJIi直流は水平流に比Lて可成ドトさいので，第開項

削!刷出来る場合が多いであろう。第M 閣がおfi捉装置に.:t.jして Oくθくすの角度で、吹く

ときの傘の影響ーによる項と考えられる。

1952 年の!引告に於けるr~L流の測定結果及び風向の視ìWJ資料をnJいて，一例として，減IJ貼.yl

の上段に於けるとの2諮問項及び、第五項を求めてみた。第!JLl項の大きさは 196であり，第五項は

1096 であった。従って第I凡l項は1n~脱出来るが，第五項の大きさは1~ITj見することが出来ない。

然し又，傘がなければ布1m:項の第五項は無脱出来ると考えられる。

以上から t時間中に捕捉される水量 M は

it r. . ^ _，，( JlI V ^ ~^ I W十Jw¥1M = 0.llAifü1
•
r5 ¥ 11 +0.53( ~ 1-0.70(一一一一 I1dt ・田・・田・・・・・一 (13) 
.JoL¥'百/¥u+JuJ.ニl

で表わされるととがわかる。 (13)式の第三項は風が OくOくをの角度で吹Mたとき，傘があ

るために也る柿iE項であるが傘が wire叩 reenの直筏と同じ直径を持っていたり， 風建の'tF:直

成分が水平成分に比Lて 1~jfi見出来る大きさならば省略出来る項である。

以.1-'.からとの椋な捕捉装置を用いて霧水量を求むるにあたっては， 7}(千・車直雨Jj向の風速
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の鑓H:{とl，iJ日与に， IÍIÎ も!， iJ 工場刊で熱干:;j~又はその他泊?:?な )jtL1) で~!liJ るととが望ましい。

V. 捕捉された水量から霧水量を求めること

与iよ;1'，長 P32求めるには，以1二の他JJiに 111，冠を4えめなければならない。

主ut足された水は者M足袋泣の下部にとりつけられた百-に導びかれ，司会の先から誼常な大きさに

なって]/i~れ下がると金属の先制との隙が来がれて記録装泣がれよfI1ナる九 百の先と金属とのi削

除H主， 7ki同jがその間隙を来いで、記録装置が働く打;に加減されたので、現地で、 100i前jの水滴の景を:

iWJって求めた一泊jの大きさ.は 40.4， 89.7， 41.6， 89ふ 37.5，40.6 (耳l.1な mg)とゅうf!l.iを示した。

又，記録紙の読みからは ut=1000 m なる聞係で廷が作られる。

経りに臨み，絡始千f徒な比1)言と協力を興えられたFli:l:fll忠司氏， jj協同敏夫氏~'C，又親切な論議

を興えちれた1).'1¥健夫教授に!手く感謝の窓を友する弐第である。
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Resume 

It has been pointed out that in the calibration of a fog meter (determination of the 

capturing coefficient) the turbul巴ntmotion of the wind must， in general，be taken into account. 
By considering the fIuctuation effect of the horizontal as well as vertical components of 

wind velocity on semi-empirical basis， we obtaincd the result as shown by the formula: 

fT の( .，1u¥ヨ (w+.dw¥1 
111 == O.11 Accu1・r，"Iい+0.53{一一 )-0.70{一一一一一)I r1t， 

JoL ¥百ノ ¥u+.，11Iノj
wherc ]11: amount of captured fog ，九laterin. time t， 

A: sectional area of the wire-screen of a fog-meter， 

rp: mean fog water contents for time-interval t， 
自 horizontalcomponent of wind velocity， 
w: vertical component of wind velocity， 
The last (under1ined) term represents the “cap-effect" and should be taken into conside-

ration for winds whose inclination to the axis of the fog-meter lies between 0 a吋 π/2.

In 'order 'to obtain the required quantity lP， thc correction terms must be determined by 
measuring， simultaneously and at the same place， the fluct回 tionsof wind velocity both in 
horizontal and vertic乱1components， while u and .H can easily be obtained from th巴 recordof 

a new type recording fog meter. 


